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アイアル少額短期保険株式会社 

代表取締役社長  安藤 克行 

 

【１】 貸借対照表 

アイアル少額短期保険株式会社 （単位：千円）

金　　額 金　　額

現金及び預貯金 821,129 保険契約準備金 107,347 

現金 - 支払備金 25,947 

預貯金 821,129 責任準備金 81,399 

有形固定資産 7,745 再保険借 67,401 

建物附属設備 3,210 その他負債 158,617 

その他の有形固定資産 4,534 未払金 140,905 

無形固定資産 131,727 預り金 746 

ソフトウェア 124,789 仮受金 11,905 

ソフトウェア仮勘定 6,347 賞与引当金 1,736 

その他の無形固定資産 590 退職給付引当金 1,306 

再保険貸 - 未払法人税等 2,016 

その他資産 139,470 

10,782 

保険積立金 - 負債の部合計 333,366 

前払費用 2,496 

98,094 資本金 299,420 

立替金 - 資本剰余金 785,842 

- 資本準備金 785,842 

未収還付法人税等 28 その他資本剰余金 - 

供託金 23,000 利益剰余金 -311,584 

貯蔵品 705 その他利益剰余金 -311,584 

4,363 繰越利益剰余金 -311,584 

繰延税金資産 6,972 純資産の部合計 773,678 

1,107,044 1,107,044 資産の部合計 負債及び純資産の部合計

2026年3月31日　現在

科　　目 科　　目

（資産の部） （負債の部）

差入保証金

（純資産の部）

未収入金

仮払金

その他の資産（税法繰延資産）
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【２】 損益計算書 

アイアル少額短期保険株式会社 （単位：千円）

金額

経常収益 1,062,731 

保険料等収入 1,062,077 

保険料 790,955 

再保険収入 271,121 

回収再保険金 86,204 

   再保険手数料 173,804 

   その他再保険収入 - 

再保険返戻金 11,112 

責任準備金等戻入額 - 

支払備金戻入額 - 

責任準備金戻入額 - 

資産運用収益 183 

利息及び配当金収入 183 

預貯金利息 183 

その他経常収益 470 

商品開発受託収入 - 

出向負担金収入 - 

その他の経常収益 470 

経常費用 1,100,073 

保険金等支払金 607,768 

保険金 240,263 

解約返戻金 13,933 

その他返戻金 - 

再保険料 353,570 

責任準備金等繰入額 20,503 

支払備金繰入額 2,718 

責任準備金繰入額 17,784 

事業費 468,997 

営業費及び一般管理費 420,946 

租税公課 2,368 

寄付金 - 

減価償却費 45,683 

その他経常費用 2,803 

保険業法第113条繰延資産償却費 - 

その他の経常費用 2,803 

保険業法第113条繰延額（△） - 

経常利益（経常損失） -37,342 

特別利益 - 

その他特別利益 - 

特別損失 13,657 

固定資産除却損 13,657 

その他特別損失 - 

税引前当期純利益（同当期純損失） -50,999 

法人税及び住民税 -10,270 

法人税等調整額 -1,886 

法人税合計 -12,156 

当期純利益（当期純損失） -38,842 

（自2025年4月 1日　～　至2026年3月31日）

科　　　目
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個  別  注  記  表 

（自 2025 年 04 月 01 日  至 2026 年 03 月 31 日 ） 

 

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記  

 

１．固定資産、その他の資産の減価償却の方法  

①有形固定資産（リース資産を除く） 

定率法（ただし、1998年 4月 1日以降に取得した建物（附属設備を除く）および 

2016年 4月 1日以降に取得した建物附属設備および構築物については定額法）を採用しており

ます。  

②無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。  

③リース資産 

(1)所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。 

(2)所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

  ④その他の資産（税法繰延資産） 

収益発現効果が見込まれる期間内での定額法を採用しております。 

 

 ２．引当金の計上基準 

  ①退職給付引当金 

      従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき、当事

業年度末において発生していると認められる額を計上しております。 

   なお、退職給付債務の見込額は、簡便法（退職給付に係る期末要支給額を退職給付債務とする

方法）により計算しております。 

   ②賞与引当金  

従業員の賞与の支給に充てるため、賞与支給見込額の当期負担額を計上しております。 

 

３．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

①消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。 
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Ⅱ．貸借対照表に関する注記  

 

１．有形固定資産の減価償却累計額    9,237千円 

 

２．保険契約準備金の内訳 

 ＜出再分※控除後＞ 

普通支払備金            20,241千円 

ＩＢＮＲ             5,706千円 

未経過保険料           64,989千円 

異常危険準備金          16,410千円 

合  計           107,347千円 

   ※＜出再分＞ 

出再備金             42,987千円 

   出再責任準備金                  229,244千円 

 

Ⅲ．株主資本等変動計算書に関する注記  

 

１．当該事業年度末における発行済株式数  

普通株式  11,109,659株 

 

Ⅳ．一株当たり情報に関する注記  

 

１．一株当たりの純資産額        69円 64銭 

２．一株当たりの当期純利益       △3円 49銭 

 

Ⅴ．その他の注記  

 

１．減価償却資産の当期減価償却可能額  45,683千円 

２．   〃   当期減価償却実施額  45,683千円 

 

以上の通りご報告申し上げます。  

 

2026 年 3 月 31日  

アイアル少額短期保険株式会社 

代表取締役社長 安藤 克行 

 


